
森
鵡
外
「
普
請
中
」

は
、

明
治
四
三

年
六

月
に
「
三

田
文

学
」

に

発
表
さ
れ
た
短

編
小
説
で
あ
る
。

阿
部
次
郎
は
「
普

請
中
」

が

発
表
さ
れ
た
翌
月
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

で
、
「
今
月

の

小
説
中
の

圧
巻
」

に
し
て

「
一

篇
を

貫
く
気
分
は

冷
た
い

淋
し
い

底
に

も
一

道
の

精

氣
が

あ
っ

て

讀
者
の

心
に

迫
る
も

の
が
あ
る
」

と
し
た
上
で
、
「
現
今
の

日
本
に
封
す
る
皮
肉
や

人
生

其
物
（
及
自
己
）

に

劉
す
る
皮
狗
が
キ
ビ

く
と
而
も
態

と
ら
し
か
ら
ず
現
れ
て
ゐ
る
」

と
述
べ

た
。

さ
ら
に
「
「
舞
姫
」

の

作
者
が

此
「
普
請
中
」

の

作
者
に
な
っ

た
か
と
思
ふ
と
、

人
生
は
淋
し
い

も
の

だ
」

と
、

作
中
に

漂
う
淋
し

さ
を
読
み

し
か
し
、

こ

う
し
た

官
僚
と
し
て
の

鵡
外
像
と
は

異
な
る

鴎
外
像
を
提
示
し
た
の
が

竹
盛
天

雄
で
あ
る
。

竹
盛
は

渡
邊

か
ら
女
へ

の
「
視
点
の

混
乱
」
「
転
換
の

ぎ
こ

ち
な
さ
」

に
着

目
し
、

鵬
外
の
「
西
洋
へ

の

憧
憬
」
の

現
れ
を
見
て
い

る
(

3

)

。

さ
ら
に
、

こ
の

「
視
点
の

混
乱
」

と
い

う
点
か

ら
語
り
手
に

着
目
し
た
の
が
、

西
村
好
子
(
4)

や
小
平
克
(

5
)

な
ど
の

論
で
あ
る
。

西

村
ら
は
語
り
の

主

体
が

渡
邊
か
ら
、

よ
り

俯

諏
的
な
視
点
へ

変
化
し
て
い

る
こ

と
に

言
及
し
、

そ
こ

に
鵡

外
の

意
図
が

現
れ
て
い

る
と
し
た
。

ま
た
、

清
田
文
武
(

6

)

や
竹
田
日
出
夫
(

7
)

の

よ

う
に
、

鵡
外
の

ド
イ
ツ

留
学
に
お
け
る
体
験
が

「
舞
姫
」

を
書
く

契

機
に
な
っ

た
と
し
た
上
で
、
「
舞
姫
」

と
「
普
請
中
」

と
の

関

連
性
を

指
摘
す
る
論
も
多
い
。

そ
の

中
で

磯
貝
英
夫
は
、

鵡

外
日
記
に

見
ら
れ
る

精
養
軒
な
ど
ホ
テ
ル

で
の

外
国
人
と
の

交
流
に
「
普
請
中
」

執
筆
の

契
機
を

認
め
て
い

る
(

8

)

。

近
年
で
は
、

岩
谷
泰
之
が

明
治
二

十
年
代
の

東
京
市
区
改

正
を

引
き
合
い

に
、

テ
ク
ス

ト
内
の

都
市
構
造
に
注
目
し
て

い

る
。

岩
谷
は
「
衛
生

新
誌
」

に
お
け
る
「
政
府
に
は
人
民
に

向
け
て

『
爾
等
を
健
康
に
せ
ん
』

と

誓
ふ
の

責
任
あ
り
」

と

い

う
鵡
外
の

発
言
(

9

)

に
、

彼
の

都
市
開
発
に
対
す
る

責
任

感
が

現
れ
て
い

る
と
述
べ
、

水
路
の

整
備
不
足
や
鉄
道
の

延

伸
に

伴
う
衛
生
面
で
の

課
題
こ

そ

〈
普
請
中
〉

と
い

う
言
葉

の

指
し
示
す
も
の
だ
と
し
た
(
10)
。

は
じ
め
に ー

森
鵡
外
「
普
請
中」

論
ー

都
市
に
重
層
す
る
二

面
性

取
り
、
「
渡
邊
参
事
官
」

と
、

彼
が
ド
イ
ツ

に
い

た

頃
の

恋
人

だ
っ

た
「
女
」

の

間
の

感
情
の

す
れ
違
い

に
つ
い
て
「
舞
姫
」

の
エ

リ
ス

と
豊
太
郎
を
並
べ

て
比

較
し
て
い

る
(
1)
。

阿
部

の

同
時
代
評
を
は
じ
め

多
く
の

先
行
研
究
で
は
、
「
舞
姫
」

だ

け
に
限
ら
ず
、

鵡
外
の

ド
イ
ツ

留
学
や
そ
の

後
の

体
験
と
い

っ

た

伝
記
的
事
実
を

根
拠
と
し
て
、

他
の

作
品
と
の

関
連
を

指
摘
す
る
論
や
渡
邊

と
鴎
外
を
重
ね
て

考
察
す
る
論
が

多
く

見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、

三

島
由
紀
夫
は
「
半
ば
絶
望
し
な
が

ら
建
設
に

携
わ
っ

て
い

た
知
識
人
の

像
は
、

今
日
の

や
う
な
、

絶
望
し
つ
つ

建
設
と
は
無

縁
に
生
き
て
ゐ
る
知
識
人
の

像
」

と
は

異
な
る
こ
と
を
主
張
し
、
「
深
い

諦
観
」

に

浸
り
な
が

ら

も
「
普
請
に
参
画
」

す
る
渡
邊
に

鵡
外
が

重
な
る
と
し
た
(

2
)

。

こ
の

よ

う
に
、

従
来
の
「
普
請
中
」

研
究
は
、

鵡
外
の

ド
イ

ツ

留
学
体
験
な
ど
の

伝
記
的
事
実
に
基
づ
い
て

〈
普
請
中
〉

と
い

う
表
現
が

指
し

示
す
も
の
、

お
よ
び

〈
普
請
中
〉

の

日

本
に

対
す
る

渡
邊
の

考
え

方
が

鵡
外
の

そ
れ
と
同
一

で
あ
る

と

考
察
さ
れ
て

き
た
。

し
か
し
、

伝
記
的
事
実
を
重
視
す
る

あ
ま
り
、

普
請
中
が

発
表
さ
れ
た

時
点
を
テ
ク
ス

ト
内
時

間

と

す
る
こ
と
が

定
説
の

よ

う
に

扱
わ
れ
て
し
ま
っ

て
い

る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、

作
者
鵡
外
の

伝
記
的
事
実
を
切
り

離
し
、

都
市
空
間
論
的

視
点
か
ら

分
析
す
る
こ

と
で
、

テ
ク
ス

ト
内

時
間
当
時
に
お
け
る
一

般
的
な

都
市
イ
メ
ー
ジ
、

登
場
人
物

と

都
市
と
の

関
わ
り
、

特
に

渡
邊
の

心

象
と

都
市
の

結
び
つ

き
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、

都
市
の
歴
史
的
事
実
か
ら
見
る
「
普
請
中
」

分
析
に
あ
た
り
、

ま
ず
は
テ
ク
ス

ト
内
の

時
空

間
を

確
定

し
た
い
。
「
普
請
中
」

は
、

渡
邊
が

旧
知
の

女
と
の

会
食
の

た

め

木
挽
町
を
訪
れ
る
場
面
か

ら
始
ま
る
。

彼
は
電
車
で

木
挽

町
に

来
る
と
、

河
岸
沿
い

に

歩
い

て

精
蓑
軒
に
至
り
、

女
と

会
食
す
る
。

そ
し
て
、

女
が

精
養
軒
か
ら
銀
座
通
り
を
通
っ

て

人
力
車
で

愛
宕
山
の
ホ
テ
ル
ヘ

と

帰
っ

て
い

く
場
面
で

物

語
は

終
わ
る
。

つ

ま
り
「
普
請
中
」

は
、

京
橋
区
木
挽
町
周
辺

か

ら
芝
区
愛
宕
山
周
辺
ま
で
を

舞
台
と
し
た

物
語
で
あ
る
と

坂

本

主

史
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言
え
る
。

次
に
、

テ
ク
ス
ト
内
時
間
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
点
に

つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、

主
に
鵡
外
の
伝
記
的
事
実
か
ら
「
発

表
当
時
11

テ
ク
ス
ト
内
時
間」

と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
「
普
請
中」

が
発
表
さ
れ
た
明
治
四
三
年
当
時
、

舞

台
と
な
る
精
簑
軒
は
す
で
に
落
成
し
て
お
り
、

改
築
中
で
は

な
か
っ

た
。

こ
こ
に
甑
罷
が
生
じ
て
し
ま
う
の
だ
が
、

先
行

研
究
で
は
こ
の
食
い
違
い
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。女

と
の
会
食
の
舞
台
と
な
る
「
精
養
軒」

は
、

改
築
中
の

精
養
軒
と
し
て
登
場
す
る
。

当
館
が
改
築
工
事
を
行
っ

て
い

た
の
は
、

明
治
四
0
年
か
ら
明
治
四
二
年
―
一

月
の
こ
と
で

あ
る
(
11)
。

ま
た
、

渡
邊
が
窓
の
外
を
眺
め
て
「
右
の
は
ず

れ
の
方
に
は
幅
広
く
視
野
を
遮
っ

て
、

海
軍
参
考
館
の
赤
煉

瓦
が
い
か
め
し
く
立
は
だ
か
っ

て
い
る
」

と
語
る
海
軍
参
考

館
は
、

明
治
四
一

年
五
月
に
開
館
し
て
い
る
(
12)
。
よ
っ

て
、

テ
ク
ス
ト
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
明
治
四
一

年
五
月
か
ら
明

治
四
二
年
―
一

月
ま
で
の
と
あ
る
一

日
に
限
定
さ
れ
る
。

さ

ら
に
、

彼
が
通
さ
れ
た
「
食
事
の
室
」

に
は
「
ロ

ド
ダ
ン
ド
ロ

ン
J

(
論
者
注
i

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
）

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
花
籠

が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
『
新
編
植
物
図
説
』

に
よ
れ
ば
、

シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
開
花
期
は
五
月
頃
で
あ
る
た
め
(
13)
、

テ
ク
ス
ト

内
時
間
は
、

明
治
四
一

年
か
四
二
年
の
い
ず
れ
か
五
月
頃
の

人
や
政
府
関
係
者、

外
国
要
人
を
も
て
な
す
た
め
に
重
宝
さ

れ
る
と
と
も
に
、

西
洋
料
理
の
出
前
や
H
本
人
へ

の
西
洋
文

化
の
指
導
に
よ
り
、

結
果
と
し
て
東
京
に
西
洋
文
化
を
広
め

る
役
割
を
果
た
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
(
15)
。

つ
ま
り
、

明

治
四
0
年
ご
ろ
の
東
京
に
お
い
て
精
養
軒
は
、

西
洋
人
と
日

本
人
の
交
流
の
要
で
あ
り
、

西
洋
文
化
を
広
く
発
信
す
る
存

在
だ
っ

た
。

そ
の
意
味
で
、

精
養
軒
も
ま
た
欧
米
と
日
本
が

接
触
す
る
「
最
前
線
」

な
の
で
あ
る
。

で
は
、

精
養
軒
の
周
辺
に
仔
む
建
築
物
は
ど
の
よ
う
な
場

所
だ
っ

た
の
か
。

ま
ず、

渡
邊
が
電
車
を
降
り
た
「
歌
舞
伎

座
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。

歌
舞
伎
座
は
、

現
在
ま
で
度
重
な

る
改
修
・

再
建
工
事
に
よ
っ

て
そ
の

姿
を
変
え
て
き
た
。

テ

ク
ス
ト
内
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

そ
の

第
一

期
（
明
治
二

二
年
―
一

月
S
明
治
四
四
年
―
一

月
）

の
建
物
で
あ
る
。

第

一

期
歌
舞
伎
座
の
設
計
に
つ
い
て
、

政
府
が
理
想
と
し
て
い

た
の
は
「
パ

リ
の
オ
ペ

ラ
座
を
範
と
す
る
よ
う
な
純
洋
式
の

劇
場」

だ
っ

た
。
「
客
席
は
桟
敷
席
を
残
し
、

そ
の
上
に
シ
ャ

ン
デ
リ
ア
が
輝
く
和
洋
折
衷
様
式
」

で
当
初
の
理
想
と
は
違

っ

た
も
の
の
、

劇
場
の
正
面
に
は
ア
ー
チ
が
並
び
、

ギ
リ
シ

ャ
神
殿
に
由
来
す
る
三
角
破
風
が
登
え
る
「
洋
風
の
外
観
を

誇」

る
建
築
物
と
な
っ

た
(
16)
。

日
本
の
伝
統
的
芸
能
で
あ

る
歌
舞
伎
と
西
洋
文
化
の
一

体
化
を
図
っ

た
劇
場
は
、

多
く

の
人
々
の
目
を
引
い
た
。

一

日
、

と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、

明
治
四
一
、

二
年
ご
ろ
の
木
挽
町
と
愛
宕
山
の
周

辺
は
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
っ

た
の
か
。

ま
ず、

京
橋
区
木
挽
町
周
辺
に
つ
い
て
で
あ
る
。

大
塚
美

保
は
「
普
請
中」

に
お
け
る
明
治
四
0
年
ご
ろ
の

築
地
に
つ

い
て
、

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

隅
田
川
が
東
京
湾
に
注
ぐ
河
口
に
面
し
た
築
地
は
、

幕
末
に
軍
艦
操
練
所
が
設
置
さ
れ
て
以
来、

明
治
期
に

も
海
軍
関
係
の
用
地
・

施
設
が
集
中
し
た
海
防
の
拠
点

で
あ
り
（
テ
ク
ス
ト
に
も
「
海
軍
参
考
館」

の
存
在
が
書

き
込
ま
れ
て
い
る
）
、

ま
た
明
治
三
二
年
ま
で
外
国
人
居

留
地
が
置
か
れ
て
い
た
土
地
で
も
あ
る
。
(
14)

大
塚
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

築
地
は
「
海
を
越
え
て
訪
れ

る
欧
米
列
強
に
日
本
が
接
触
す
る
最
前
線
」

だ
っ

た
。

大
塚

は
築
地
に
限
定
し
て
述
べ

て
い
る
が
、

こ
れ
は
木
挽
町
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

テ
ク
ス
ト
に
登
場
す
る
精
養
軒
に
つ

い
て
中
村
敏
弘
は
、

西
洋
料
理
を
提
供
す
る
店
と
し
て
、

軍

次
に
、

渡
邊
が
窓
の
外
を
眺
め
る
場
面
で
登
場
す
る
、

煉

瓦
造
り
の
海
軍
参
考
館
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
『
東

京
風
景
』

に
よ
れ
ば
「
築
地
の
一

角
に
新
設
せ
ら
れ
た
る
」

記
念
館
で
、

舘
内
に
は
「
日
露
役
の

戦
利
品
を
始
め
交
戦
中

敵
弾
に
触
れ
た
る
軍
艦
の
破
片
及
鉄
砲
剣
戟
の
折
損
せ
し
も

の
」

を
陳
列
し
、

軍
籍
に
あ
る
人
に
限
ら
ず、

一

般
に
も
広

く
公
開
さ
れ
て
い
た
(
17)
。

煉
瓦
造
り
と
言
え
ば
、

逓
信
省

の
庁
舎
も
ま
た
「
東
洋
一

の
大
建
築
」

と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の

煉
瓦
造
り
三
階
建
て
で
あ
っ

た
(
18)
。

こ
の
庁
舎
は
明
治
四

0
年
の
火
災
に
よ
っ

て
焼
失
し
て
お
り
、

テ
ク
ス
ト
内
に
あ

っ

て
は
、

再
建
工
事
の
最
中
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

桐

敷
真
次
郎
に
よ
れ
ば
、

明
治
に
お
け
る
西
洋
建
築
の
代
表
が

赤
煉
瓦
を
用
い
た
建
築
物
で
あ
り
、

煉
瓦
の
国
と
し
て
知
ら

れ
た
北
ド
イ
ツ
同
様、

建
築
用
石
材
に
乏
し
い
日
本
に
お
い

て
石
材
を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
に
は
都
合
が
よ
く、

赤
煉
瓦

が
多
用
さ
れ
た
と
い
う
(
19)
。

こ
の
よ
う
に
、

明
治
四
一
、

二
年
ご
ろ
の
日
本
に
お
い
て

木
挽
町
は
、

精
養
軒
の
料
理
や
赤
煉
瓦
建
築
な
ど
の
西
洋
文

化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
「
最
前
線
」

で
あ
り
、

先
進
的

な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
象
徴
す
る
土
地
で
あ
っ

た
。

ま
た
、

精
養
軒
周
辺
に
件
む
多
く
の
西
洋
的、

先
進
的
な

建
築
物
の
精
細
な
描
写
に
よ
っ

て
、

精
養
軒
の
内
装
の
ち
ぐ

は
ぐ
さ
が
際
立
っ

て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
し
い

分

明
治
に
お
け
る
「
最
前
線
」

ー・
京
橋
区
木
挽
町
と
西
洋
建
築
物
I
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で
は
次
に
、

渡
邊
と
の
会
食
を
終
え
た
女
が
帰
る
場
所
で

あ
る、

愛
宕
山
周
辺
に
つ
い
て
考
え
る
。

テ
ク
ス
ト
に
お
い

て
、

女
は
「
愛
宕
山
に
泊
ま
っ

て
い
る
」

と
渡
邊
に
告
げ
る
。

当
時
愛
宕
山
に
あ
っ

た
外
国
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
宿
泊

施
設
は
「
ホ
テ
ル
愛
宕
館」

の
み
で
あ
る
。

し
た
が
っ

て
、

女

が
宿
泊
し
て
い
る
の
は
こ
の
ホ
テ
ル
愛
宕
館
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

し
か
し
、

物
語
の
結
末
で
女
は
「
芝
の
方
へ
」

帰
る

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

宿
泊
先
へ

帰
る
の
だ
か
ら
、

女
の
よ

う
に
「
愛
宕
山
」

と
言
っ

て
も
渡
邊
の
よ
う
に
「
愛
宕
」

と
言

っ

て
も
い
い
は
ず
な
の
だ
が
、

な
ぜ
「
芝
」

と
表
現
さ
れ
る

の
か
。

こ
こ
で
芝
と
い
う
地
名
が
選
ば
れ
た
理
由
は
何
な
の

だ
ろ
う
か
。

当
時
の
愛
宕
山
に
つ
い
て
、

て
い
る
。

マ

マ

明
治
20
年
代
に
な
る
と
、

裔
塔
か
ら
眺
望
を
商
品
化
（
登

昌
記
』

の
中
で
、

愛
宕
山
頂
か
ら
の
眺
望
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

景
を
玩
ん
で
欄
に
倍
る
者、

頭
を
並
べ

手
を
累
ぬ
。

遠
鏡

を
窺
ふ
者
あ
り
。

曰
く、
「
北
方
の
山、

近
く
し
て
黒
き

者
は
、

忍
岡
（
論
者
注
二

現
上
野
）

な
り
。

遠
く
し
て
翠

な
る
者
は
、

筑
波
な
り
。

前
後
二
道、

白
く
し
て
明
ら
か

な
る
も
者
は
、

利
根
・

隅
田
の
二
水
な
り
。

登
ゆ
る
者
は

鴻
台
（
論
者
注
二

現
千
葉
県
市
川
市）

な
り
。

平
ら
か
な

る
者
は
鶉
西
な
り
。
(
22)

愛
宕
山
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
山
頂
か
ら
街
並
み
や
海
が

一

望
で
き
、

花
見、

月
見
の
季
節
や
初
日
の
出
の
名
所
と
し

て
有
名
だ
っ

た
。

愛
宕
塔
や
ホ
テ
ル
愛
宕
館
が
建
築
さ
れ
る

以
前
か
ら
観
光
名
所
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

愛
宕
山
が
前
時
代
か
ら
の

観
光
名
所
だ
っ

た
一

方
で
、

そ

の
付
近、

芝
区
新
網
町
は
こ
の
先
進
性
と
対
極
の
都
市
イ
メ

ー
ジ
を
象
徴
す
る
。

下
谷
万
年
町、

浅
草
松
葉
町、

芝
新
網、

四
谷
鮫
ヶ
橋
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
か
ら
の
貧
民
窟
だ
が
、

な
か
で
も
愛
宕
山
に
近
い
新
網
町
は
、

松
原
岩
五
郎
が
『
最

暗
黒
之
東
京
』

で
「
絃
に
日
本
一

貧
乏
者
の

塵
園
な
り
」

と

記
し
て
い
る
よ
う
に
、

数
あ
る
貧
民
窟
の
中
で
も
特
に
貧
し

い
者
が
集
ま
っ

て
い
た
の
だ
。

水
道
や
下
水
の
整
備
も
行
き

佐
藤
紘
司
は
次
の
よ
う
に
述
べ

析
は
第
三
章
に
譲
る
が
、

木
挽
町
周
辺
に
は
、

西
洋
文
化
に

触
れ
る
「
最
前
線
」
と
し
て
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く、

精
養
軒
の
〈
外
部〉

と
〈
内
部〉

に
お
け
る
〈
西
洋〉

と
〈
日

本〉

の
対
比
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

・

ニ
、

都
市
の
光
と
影
ー
芝
区
愛
宕
山
と
貧
民
窟
ー

覧
券
を
購
入
）

さ
れ
、

愛
宕
山
に
も
「
愛
宕
塔」

が
建
設

さ
れ
た
。
「
愛
宕
塔」

は
、
「
愛
宕
山
ハ

東
京
第
一

の
高
塔
j

の
広
告
が
各
新
聞
社
に
掲
載
さ
れ
た
。

塔
に
は
「
窺
眼
鏡

（
覗
き
か
ら
く
り）
」
「
露
台
（
バ
ル
コ
ニ
ー
）
」
「
望
遠
鏡」

な
ど
当
時
と
し
て
は
人
目
を
惹
き
つ
け
る
要
素
を
兼
ね

備
え
て
い
た
。
(
20)

愛
宕
山
は
こ
の
「
愛
宕
塔」

を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

人
々

が
眺
望
を
楽
し
む
た
め
に
集
ま
る
観
光
名
所
の
―

つ
で
あ
っ

た
。

さ
ら
に
、

日
本
へ

の
来
訪
外
国
人
は
日
露
戦
争
終
戦
か

ら
著
し
く
増
加
し
、

明
治
三
九
年
ご
ろ
の
東
京
の
宿
泊
施
設

に
お
け
る
外
国
人
客
は
「
帝
国
ホ
テ
ル
は
九
十
二
S
三
人、

築
地
の
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
は
八
十
人
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ホ
テ
ル
、

愛
宕
館、

有
明
館
な
ど
多
種
洋
風
の
設
備
あ
る
宿
屋
は
大
抵

満
員
の
盛
況
」

と
な
る
程
多
か
っ

た
(
21)
。

つ
ま
り
当
時
の

愛
宕
山
は
、

外
国
人
も
利
用
す
る
ホ
テ
ル
愛
宕
館
と
、

多
く

の
人
が
集
ま
る
愛
宕
塔
と
い
う、

先
進
的
な
都
市
イ
メ
ー
ジ

を
象
徴
す
る
建
築
物
が
あ
っ

た
観
光
名
所
だ
っ

た
と
言
え
る
。

だ
が
、

こ
こ
で
注
視
す
べ

き
は
、

す
で
に
江
戸
時
代
か
ら

愛
宕
山
が
観
光
名
所
だ
っ

た
点
だ
ろ
う。

愛
宕
山
は
、

慶
長

八
年
に
徳
川
家
康
に
よ
っ

て
愛
宕
権
現
が
勧
請
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
る
。

さ
ら
に
愛
宕
権
現
に
は
、

息
子
秀
忠
に
よ
っ

て

本
殿
や
拝
殿
な
ど
が
建
立
さ
れ
た
。

寺
門
静
軒
は
『
江
戸
繁

届
い
て
は
お
ら
ず、

極
め
て
不
衛
生
な
環
境
で
あ
っ

た
(
23)
。

つ
ま
り
愛
宕
山
周
辺
は
、

前
時
代
か
ら
観
光
名
所
だ
っ

た

愛
宕
山
と
、

前
時
代
か
ら
貧
民
窟
だ
っ

た
新
網
町
と
い
う、

都
市
の
光
と
影
を
凝
縮
し
た
土
地
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
愛

宕
山
の
上
下
に
お
い
て
は
、

上
は
観
光
名
所
と
し
て
の
裕
福

な
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
、

下
は
貧
民
窟
と
し
て
の
貧
困
な
都
市

イ
メ
ー
ジ
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

京
橋
区
木
挽
町
周
辺
と
芝
区
愛
宕
山
周

辺
に
は
、

先
進
的
な
士
地
と
前
時
代
的
な
士
地
と
い
う
対
極

の
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
暗
示
さ
れ
、

芝
区
愛
宕
山
の
上
下
で
は
、

裕
福
と
貧
困
と
い
う
対
極
の
イ
メ
ー
ジ
が
暗
示
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
対
照
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
に
は
、

女
の
行
き
先
が
、

明
る
さ
と
暗
さ
の
両
方
を
内
包
す
る
土
地

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
、

芝
と
い
う
地
名
が
選

ば
れ
た
の
だ
。

二
、
〈
不
安
定
〉

な
女
と
〈
安
定
〉

し
た
渡
邊

さ
て
、

こ
こ
ま
で
テ
ク
ス
ト
内
時
間
当
時
の
都
市
の
様
相

を
確
認
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
都
市
の
あ
り
よ
う
は
、

登
場

人
物
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず、

女
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
普
請
中
」

の
結
末
に
あ
る

の
は、

愛
宕
山
に
宿
泊
し
て
い
る
彼
女
が
人
力
車
で
帰
っ

て
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ま
だ
八
時

半
頃
で

あ
っ

た
。

燈
火
の

海
の

よ

う
な

銀
座

通
を

横
切
っ

て
、

ウ
ェ

ー
ル

に

深
く
面
を
包
ん
だ

女
を

載
せ
た
、

一

輌
の

寂
し
い

車
が

芝
の

方
へ

駈
け
て

行
っ

た
。

(
24)

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の

は
、

女
が

人
力
車
で

帰
っ

て
い

く

点
と
、

彼
女
の

向
か

う
先
が
「
愛
宕
山
」

で
は
な
く
「
芝
の

方

へ
」

と
い

う
二

点
で
あ
る
。

彼

女
の

乗
る

人
力
車
は
、

明
治
四
0
年
代
当
時
に
は
、

電

車
の

隆
盛
に
よ
っ

て

す
で
に
衰
退
し
つ
つ

あ
っ

た

乗
り

物
で

あ
る
。

斉
藤
兼
次
郎
は
「
こ
の

頃
の

車
夫
が

電
車
の
た
め
に

そ
の

職
を
奪
わ
れ
」

て
お
り
、
「
こ
と
に

貧
民
窟
の

車
夫
は
一

般
人
の

想
像
を

得
ら
れ
ぬ

ほ
ど

悲
惨
」

で
あ
っ

た
と
述
べ

て

い

る
(
25)
。

さ
ら
に
、

彼

女
が

帰
る
の

は
芝
方

面
で
あ
る
。

芝
区
に
あ
る

貧
民
窟
の

新
網
町
周
辺
に
は
、

多
く
の

人
力
車

夫
が

住
ん
で
い

た
。

そ
の

数
は
新
網
町
に

暮
ら
す
諸
職
人
の

半
数
ほ
ど
を

占
め
て
お
り
、

当
時
の

車

夫
の

困
窮
し
た
生

活

が

窺
え
る
(
26)
。

つ

ま
り
、

女
が
「
愛
宕
」

で
は
な
く
「
芝
の

方
へ
」

と
帰
る

結
末
の

場
面
に

暗
示
さ
れ
て
い

る
の

は
、

愛
宕
山
の
上

下
に

象
徴
さ
れ
る

対
極
の

イ
メ
ー
ジ

な
の

で
あ
る
。

の
三
つ
の

方
法
が
あ
っ

た
(
27)
。

木
挽
町
と
ホ
テ
ル

愛
宕
館

を
人
力
車
で
行
き
来
す
る

場
合
の
ル

ー
ト
は
、

新
坂
し
か

な

い
。

そ
の
た
め
、

彼

女
は
こ
の

新
坂
を

使
っ

て
愛
宕
山
の

上

下
を
行
き
来
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

愛
宕
山
の
上

下
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ

裕
福
と

貧
困
が

暗
示
さ
れ
て
い

る
。

そ
し
て
彼

女

は
、

一

歩
間
違
え
る
だ
け
で
金
に

困
る
よ

う
な
不
安
定
な
生

活
を
送
っ

て
い

る
。

つ

ま
り
、

彼

女
は

裕
福
と

貧
困
を
行
き

来
し
て
い

る

存
在
な
の

で
あ
る
。

こ
の

意
味
で
、

裕
福
と

貧
困
と
い

う
対
極
の

都
市
イ
メ
ー

ジ

を
内
包
す
る
愛
宕
山
周
辺
は
、

彼

女
の

不
安
定
な
「
身
の

上
」

を

象
徴
し
て
い

る
と

言
え
る
。

結
末
の

女
が

「
燈
火
の

海
の
よ

う
な
銀
座
通
」

か
ら
芝
へ

と

向
か

う
描
写
は
、

単
に

移
動
ル

ー
ト
を
示
す
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
。

こ

れ
は

都
市
の

光
と

影
を

鮮
明
に
し
、

明
る
い

場
所
か
ら

暗
い

場
所
へ

と

向

か

う
不
安
定
な
女
の

姿
そ
の

も
の
が

示
さ
れ
て
い

る
の

で
あ

る
。一

方
、

女
の

不
安
定
さ
が

都
市
に

投
影
さ
れ
る
こ
と
で
、

渡
邊
の

安
定
し
た
生

活
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
「
参
事
官
」
「
官

吏
」

と
あ
る
よ

う
に
、

国
家
公

務
員
で
あ
る
彼
は
安
定
し
た

収
入
が

国
か

ら
保
証
さ
れ
て
い

る
。

参
事

官
と
は
、

国
家
行

政
機
関
に
お
け
る

官
職
の
一

っ

で
あ
る
。

「
各
省
官
制
通

則
」

に
よ
れ
ば
、

各
省
の

次
官
、

局
長
に

次
ぐ
地

位
に
あ
る

奏
任

官
を
指
す
(
28)
。

さ
ら
に
「
高
等
官
官
等
俸
給
令
」

中
の
「
高

い

く
場
面
で
あ
る
。

こ
の

対
極
の

イ
メ
ー
ジ

は
、

女
が

移
動
す
る

場
所
と
い

う

指
標
だ
け
で
な
く
、

そ
の
「
身
の
上
」

に
も
表
れ
て
い

る
。

彼

女
は
、

精
養
軒
を
訪
れ
た

際
「
気
の

落
ち

着
く
よ

う
な
身
の

上
で
は
な
い
」

と
言
う
。

さ
ら
に
「
ま
だ
お
金
は
沢
山
あ
る
」

と
楽
観
す
る
彼

女
だ
が
、

渡
邊
に
そ
の

金
も
い
つ
か

は
底
を

つ

く
と

諌
め
ら
れ
て
い

る
。

つ

ま
り
こ
こ
で
い

う
「
気
の

落

ち
着
く
よ

う
な
身
の

上
で
は
な
い
」

と
は
、

彼

女
が

経
済
的

に
安
定
し
て
い

な
い
こ
と
を

意
味
し
て
い

る
。

渡
邊
と
ド
イ
ツ
で

出
会
っ

た

女
は
、

ロ

シ
ア
、

日
本
へ

と

移
動
し
、

さ
ら
に
ア

メ
リ
カ
ヘ

渡
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

特

定
の

場
所
に
安
住
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、

転
々

と

移
動
し
、

そ
の

先
々

で

稼
ぐ
生
活
を
送
っ

て
い

る
の

で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
の

移
動
先
で

も
収
入
が

安
定
す
る
保
証
は
な
い
。

彼

女
の

整
っ

た

身
な
り
か
ら
は
裕
福
さ
が
、

渡
邊
と
ド
イ
ツ
で

会
っ

て
い

た

頃
に
は
な
か
っ

た
と
い

う
濃
い

隈
か
ら
は
、

こ

れ
ま

で
の

苦
労
が

窺
え
る
。

こ

う
し

た

描
写
か
ら
は
、

収
入
が

安

定
し
て
い

な
い
、

い

わ
ば

〈
不
安
定
〉

な

女
の

裕
福
さ
が

読

み
取
れ
る
。

そ
の

女
の

宿
泊
先
が
、

愛
宕
山
山
頂
の
ホ
テ
ル

愛
宕
館
な

の

で
あ
る
。

先
に
述
べ

た
よ

う
に
、

こ
の
ホ
テ
ル

愛
宕
館
は
、

愛
宕
山
周
辺
に
お
い
て

西
洋
文
化
に
触
れ
る

先
進
的
な
場
所

で
あ
っ

た
。

ま
た
、

愛
宕
山
山
頂
へ

行
く
に
は
「
男
坂
」

「
女

坂
」

と
い

う
階
段
を
上
る
か
、
「
新
坂
」

と
い

う
坂
を
上
る
か

等
文
官
官
等
相
当
俸
給
表
」

に
よ
れ
ば
、

参
事
官
の

官
等
は

三

等
で
あ
り
、

そ
の

俸
給
は
「
高
等
文

官
年
俸
二

号
表
」

の

一

級
俸
に

依
拠
す
る
。

よ
っ

て
、

渡
辺
の

年
俸
は
二
五

0
0

円
程
度
と
思
わ
れ
る
(
29)
。

明
治
四
三

年
に
高
等
官
官
等
俸

給
令
の

改
定
が

行
わ
れ
る
ま
で
、

参
事

官
の

俸
給
に

変
化
は

な
い
。

彼
の

経
済
状
況
と
比

較
す
る
た
め
に
、

テ
ク
ス

ト
内
に

も

登
場
す
る

人
力
車
夫
の

収
入
を

取
り
上
げ
て

み
よ

う
。

横
山

源
之

助
『
日
本
之

下
層
社
会
』

に
よ
れ
ば
、

明
治
三
二

年
当

時
の

人
力
車
夫
の

収
入
平
均
は
、

一

日
五

0
銭
だ
っ

た
と
い

う
(
30)
。

一

年
間
休
ま

ず
に

働
い
て

も
、

一

八
二

円
五

0
銭

で
あ
る
。

つ

ま
り
参
事

官
は
、

車

夫
の

十
倍
以
上
の

収
入
を

得
て
い

た
こ

と
に
な
る
。

こ

れ
は
「

普
請
中
」

当
時
の

日
本

に
お
い
て

も
、

非
常
に
高
収
入
で
あ
っ

た
。

彼
は

社
会
的
に

も
経
済
的
に

も
極
め
て

〈
安
定
〉

し
て
い

る
の

だ
。

で
は
、
〈
不
安
定
〉

な
生

活
を
送
る

女
と
は
対
極
と

も
言
え

る

〈
安
定
〉

し
た
生

活
を
送
る

渡
邊
の

心

象
は
、

テ
ク
ス

ト

内
に
ど
の

よ

う
な
形
で

現
れ
て
い

る
の
か
。

三
、
「
渡
邊
参
事
官
」

の
〈
内
部
〉

と
〈
外
部
〉

木
挽
町
を
訪
れ
た

渡
邊
は
、

周
囲
の

様
子
を

見
な
が
ら

精

養
軒
へ

と
向
か

う
。

階
段
を
上
っ

て
精
養
軒
の

中
に
入
る
と
、
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彼
は
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
を
口
に
し
始
め
る 。

給
仕
に
案
内
さ
れ
な
が
ら
「
此
辺
ま
で
入
り
込
ん
で
見
れ

ば 、

ま
す
ま
す
釘
を
打
つ
音
や
手
斧
を
掛
け
る
音
が
聞
こ
え

て
来
る」

こ
と
に
気
づ
き 、
「
大
分
賑
や
か
な
音
が
す
る
ね」

と
皮
肉
る 。

食
事
を
す
る
場
所
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
騒
が

し
さ
だ
と
言
う
の
で
あ
る 。

「
食
事
の
室」
へ
と
案
内
さ
れ
る
と 、

部
屋
の
大
小
や
盛
花

な
ど
を
確
認
し 、

二
人
で
使
う
に
は
「
丁
度
好
い
」

部
屋
だ

と
評
価
す
る 。

し
か
し 、

そ
れ
で
も
完
全
に
満
足
し
た
様
子

で
は
な
く 、
「
稽
々
満
足」

す
る
に
止
ま
っ
て
い
る 。

窓
の
外

を
眺
め
た
後
は 、

サ
ロ
ン
の
内
装
を
見
な
が
ら 、

さ
ら
に
批

評
を
重
ね
て
い
く 。

渡
邊
は
ソ
フ
ア
に
腰
を
掛
け
て 、

サ
ロ
ン
の
中
を
見

廻
し
た 。
壁
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は 、
偶
然
こ
こ
で
落
ち

合
っ
た
と
い
う
よ
う
な
掛
物
が
幾
つ
も
掛
け
て
あ
る 。

梅
に
鶯
や
ら 、

浦
島
が
子
や
ら 、

應
や
ら 、
ど
れ
も
こ
れ

も
小
さ
い
丈
の
小
さ
い
幅
な
の
で 、

天
井
の
高
い
壁
に

掛
け
ら
れ
た
の
が 、
尻
を
端
折
っ
た
よ
う
に
見
え
る 。
食

卓
の
持
え
て
あ
る
室
の
入
り
口
を
挟
ん
で 、

聯
の
よ
う

な
物
の
掛
け
て
あ
る
の
を
見
れ
ば 、

某
大
教
正
の
書
い

た
神
代
文
字
と
い
う
も
の
で
あ
る 。

日
本
は
芸
術
の
国

で
は
な
い 。
(
31)

た
準
備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
は
ず
で
あ
る 。

つ

ま
り 、

彼
は
「
日
本
か
ら
見
た
西
洋」
で
は
な
く 、
「
西
洋
か

ら
見
た
西
洋」

に
つ
い
て
批
評
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

し
か
し 、

そ
の
彼
が 、

普
段
は
自
分
の
姿
を
偽
っ
て
生
活

し
て
い
る
と
言
う 。

女
に
「

あ
な
た
官
吏
で
し
ょ
う」

と
言

わ
れ
た
後
の
場
面
で
あ
る 。

「
う

む 。

官
吏
だ 。」

「
お
行
儀
が
好
く
っ
て 。」

「
恐
ろ
し
く
好
い

。

本
当
の
フ
ィ
リ
ス
テ
ル
に
な
り
済

ま
し
て
い
る 。
き
ょ
う
の
晩
飯
丈
が
破
格
な
の
だ 。」
(
32)

「
フ
ィ
リ
ス
テ
ル」
と
は
「
俗
物 。

固
晒
な
人
間」

を
意
味

す
る
（

翌 。
「
フ
ィ
リ
ス
テ
ル
」
に
つ
い
て
小
平
は 、

貴
族
社

会
当
時
の
ド

イ
ツ
の
学
生
が
「

一

般
庶
民
を
精
神
的
向
上
心

の
な
い
物
的
欲
望
に
と
ら
わ
れ
た
人
々
と
み
て
そ
の
形
容
語

と
し
た」
と
述
べ

、
こ
の
言
葉
が 、

渡
邊
に
よ
る
「
地
位
の
あ

る
今
は
向
上
心
を
失
い 、

自
己
栄
達
と
金
銭
欲
の
み
で
生
き

て
い
る
と
の
自
嘲
で
あ
る」

と
し
た
(
34) 。

彼
は
参
事
官 、

官
吏
で
あ
る
た
め
に 、

普
段
か
ら
社
会
的
に
ふ
さ
わ
し
い
立

ち
振
る
舞
い
を
求
め
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た 。

社
会
的
に
求

め
ら
れ
る
姿
が
「
フ
ィ
リ
ス
テ
ル
」

で
あ
り 、

彼
が
周
囲
の

人
間
に
見
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
姿
な
の
で
あ
る 。

こ
の
点

壁
に
あ
る
掛
物
た
ち
を
見
て 、
「
偶
然
こ
こ
で
落
ち
合
っ
た」

よ
う
で
あ
る
と
渡
邊
は
言
う 。

つ
ま
り
壁
に
掛
け
ら
れ
た
作

品
は 、

何
か
意
図
や
テ
ー

マ
が
あ
っ
て
集
め
ら
れ
た
の
で
は

な
く 、

手
あ
た
り
次
第
に
集
め
ら
れ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る 。

さ
ら
に 、

日
本
式
の
低
い
壁

に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
「
小
さ
い
丈
の
短
い
幅」
の
掛
物
は 、

西
洋
式
の
高
い
壁
に
は
調
和
し
て
お
ら
ず 、
彼
の
目
に
は
「
尻

を
端
折
っ
た
よ
う
に
見
え」
て
し
ま
う 。
そ
し
て
最
後
に
「
某

大
教
正
の
書
い
た
神
代
文
字」
に
目
を
向
け 、
「
日
本
は
芸
術

の
国
で
は
な
い
」

と
言
い
切
る 。

こ
の
よ
う
に 、

彼
は
精
養
軒
の
内
装
に
つ
い
て 、

西
洋
式

の
壁
と
日
本
の
作
品
の
調
和
が
と
れ
て
い
な
い
こ
と 、

言
い

換
え
れ
ば 、

西
洋
と
日
本
の
す
り
合
わ
せ
に
失
敗
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る 。

西
洋
的
文
化
と
接
触
す
る
「
最
前

線」

の
象
徴
で
あ
る
は
ず
の
精
養
軒
の
内
装
で
す
ら 、

西
洋

と
日
本
が
調
和
し
て
い
な
い

。

そ
の
意
味
で 、
「
日
本
は
芸
術

の
国
で
は
な
い
」

の
で
あ
る 。

こ
の
指
摘
は 、

彼
の
評
価
軸

が
西
洋
的
な
視
点
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る 。

仮
に
日
本
的
な
視
点
か
ら
批
評
す
る
の
で
あ
れ
ば 、

掛
物

と
い
っ
た
細
部
よ
り
も 、

精
養
軒
全
体 、

部
屋
全
体
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
西
洋
の
様
式
を
見
る
だ
ろ
う 。
「
食
事
の
室」

や

並
べ
ら
れ
た
食
器
類
に
関
し
て
も 、

西
洋
の
形
式
に
合
わ
せ

に
つ
い
て
清
田
や
岩
谷
は 、

鵡
外
と
渡
邊
が
重
な
る
と
し
た

上
で 、
そ
れ
ぞ
れ
「
官
吏
の
一

人
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て 、

公
に
か
か
わ
っ
て
い
く
態
度
を
持
し
て
い
る」

姿
(
35) 、

な

い
し
「

進
歩
性 、

新
し
い
思
想
•

発
見
の
全
て
を
打
ち
消
し

て
日
本
人 、
俗
物
と
な
り
き
る 。
日
本
の
封
建
性 、
保
守
性 、

し
き
た
り
風
習
の
全
て
を
受
け
入
れ
て
生
き
て
ゆ
く」

姿
が

読
み
取
ら
れ
る
と
し
た
(
36) 。

両
者
と
も
に 、

渡
邊
の
「
フ

イ
リ
ス
テ
ル
」

と
い
う
表
現
は 、

鵡
外
の
決
意 、

人
生
観
の

現
れ
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る 。

確
か
に
小
平
ら
の
言
う
よ
う
に 、
彼
は
周
囲
か
ら
「
官
吏」

と
し
て
の
理
想
的
な
姿
が
求
め
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し 、

す

で
に
「
参
事
官」

と
い
う
古向
い
地
位
に
あ
っ
て
向
上
心
を
必

要
と
し
な
か
っ
た
側
面
が
あ
っ
た
だ
ろ
う 。

し
か
し 、

そ
の

姿
は
あ
く
ま
で
「
な
り
済
ま
し
て
い
る」

も
の
で
あ
る
こ
と

を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い

。

つ
ま
り 、

彼
は
あ
く
ま
で
も

外
部
か
ら
期
待
さ
れ
る
国
家
公
務
員
と
し
て
の
「
渡
邊」

を

演
じ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る 。

そ
し
て
同
時
に 、

内

部
に
あ
る
「
フ
ィ
リ
ス
テ
ル
」

で
は
な
い
自
己
を
自
覚
し
て

も
い
る 。

西
洋
の
視
点
か
ら
観
察
し 、

テ
ク
ス
ト

内
時
間
時

点
の
日
本
が
西
洋
的 、

先
進
的
で
は
な
い 、

と
批
判
す
る
自

己
で
あ
る 。

そ
ん
な
彼
が
「
き
ょ
う
の
晩
飯
丈
が
破
格」

だ
と
言
う 。

こ
れ
は 、

女
と
会
食
す
る
今
晩
だ
け 、

言
い
換
え
れ
ば
今
こ
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の
精
養
軒
の
中
に
お
い
て
は
普
段
と
違
う 、

と
宣
言
し
て
い

る
こ
と
に
な
る 。

女
と
の
会
話
は
ド

イ
ツ
語
で
行
わ
れ 、

精

養
軒
の
給
仕
に
は
話
の
内
容
は
伝
わ
ら
な
い

。
そ
れ
は
彼
が 、

女
に
対
し
て
芝
居
を
す
る
な
と
思
っ
て
い
る
描
写
か
ら
読
み

取
れ
る 。
彼
の
言
う
女
の
「
芝
居」
と
は 、
「
長
く
待
た
せ
て
」

と
ぞ
ん
ざ
い
な
ド

イ
ツ
語
で
話
し
な
が
ら
も 、

仕
草
だ
け
は

淑
女
ら
し
く
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

。

給
仕
が
ド

イ
ツ

語
を
理
解
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば 、

女
は
言
葉
遣
い
に
ま

で
気
を
回
す
必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、

彼
が
女
の
「
芝
居」

に
合
わ
せ
た
動
き
を
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る 。

こ
こ
か
ら 、

給
仕
が
二
人
の
ド

イ
ツ
語
の
意
味
を
理
解
し
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る 。

つ
ま
り 、

ド
イ
ツ
語
で
話
す
の
な

ら
ば 、

給
仕
た
ち
の
前
で
彼
が
「
フ
ィ
リ
ス
テ
ル
」

を
装
う

必
要
は
な
く
な
る
の
で
あ
る 。

そ
の
意
味
で
「
き
ょ
う
の
晩

飯
丈
が
破
格」

な
の
で
あ
り 、

精
簑
軒
の
中
で
は
西
洋
的
な

感
覚
を
持
つ
自
己
を
隠
匿
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る 。

渡
邊
の
〈
内
部〉

と
は 、

す
な
わ
ち
西
洋
的
な
感
覚
を
持

つ
自
己
で
あ
る
が 、

彼
の
〈
内
部〉

は
先
に
述
べ
た
よ
う
に 、

精
養
軒
の
中
に
入
っ
て
か
ら
表
出
す
る 。

彼
は
精
養
軒
の
内

装
を
見
て
「
日
本
は
芸
術
の
国
で
は
な
い
」

と
言
い
切
る
な

ど 、

周
囲
の
も
の
に
極
め
て
否
定
的
な
評
価
を
下
す 。

し
か

し 、

電
車
を
降
り
て
か
ら
精
養
軒
に
入
る
ま
で
の
道
す
が
ら 、

彼
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
否
定
的
な
評
価
を
抱
い
て
い

テ
ル
」

を
装
う
べ
き
場
所
へ
と
変
化
さ
せ
て
い
る
の
だ

。

つ

ま
り 、

こ
の
場
面
で
彼
は
〈
内
部〉

を
見
せ
る
こ
と
が
で
き

る
相
手
に
対
し
て 、
〈
外
部〉

と
し
て
断
る
こ
と
で 、

女
の
期

待
を
完
全
に
拒
絶
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る 。

こ
れ
ま
で
「
普
請
中」

の
テ
ク
ス
ト

内
時
間
は 、

鵡
外
の

伝
記
的
事
実
か
ら
「
発
表
当
時
11

テ
ク
ス
ト

内
時
間」

と
し

て
捉
え
ら
れ
て
き
た

。

し
か
し 、

歴
史
的
事
実
に
基
づ
い
て

テ
ク
ス
ト

内
の
記
述
を
見
て
み
る
と 、

テ
ク
ス
ト

内
時
間
は

発
表
よ
り
も
一

年
な
い
し
二
年
前
で
あ
る
と
特
定
で
き
る 。

ま
た 、

テ
ク
ス
ト

内
に
は
い
く
つ
も
の
二
項
対
立
が
隠
さ
れ

て
い
る 。

木
挽
町
と
愛
宕
山
に
お
け
る
「
近
代
と
前
時
代」 、

愛
宕
山
の
上
下
に
お
け
る
「
裕
福
さ
と
貧
困
さ
」 、
「
日
本
人

の
男
と
西
洋
人
の
女」

と
い
っ
た
様
々
な
二
項
対
立
が
重
層

的
に
作
用
し
あ
う
こ
と
で 、

明
治
四
0
年
代
初
頭
の
近
代
化

を
目
指
す
日
本
の
姿
を
描
き
出
し
た
作
品
だ
と
言
え
る
だ
ろ

う 。

そ
の
都
市
空
間
の
中
で 、

登
場
人
物
た
ち
が
い
か
に
表

現
さ
れ
て
い
た
の
か

。

女
の
〈
不
安
定〉

な
「
身
の
上
」

は 、

愛
宕
山
周
辺
の
都
市
イ
メ
ー

ジ
に
投
影
さ
れ 、

彼
女
と
は
対

極
に
〈
安
定〉

し
た
生
活
を
送
る
渡
邊
の
心
象
空
間
は 、

精

養
軒
の
内
外
に
現
れ
て
い
た

。

お
わ
り
に

な
い

。
「
水
溜
り
」
や
「
役
所
帰
り
ら
し
い
洋
服
の
男」
た
ち 、

「
お
茶
屋
の
お
姉
さ
ん
」 、
「
幌
を
掛
け
た
儘
の
人
力
車」

の

様
子
を
精
細
に
描
写
し
て
は
い
る
が 、

そ
こ
に
否
定
の
色
は

見
え
な
い

。

細
か
く
周
囲
を
観
察
す
る
が 、

そ
れ
だ
け
で
あ

る 。

改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
指
摘
し
な
い
そ

の
姿
は 、

ま
さ
に
渡
辺
が
普
段
装
っ
て
い
る
〈
外
部〉

す
な

わ
ち
「
フ
ィ
リ
ス
テ
ル
」

そ
の
も
の
で
あ
る

。

彼
が
精
養
軒

の
外
に
い
る
場
合
に
は
〈
外
部〉

の
姿
が
窺
え 、

精
養
軒
の

中
で
は
彼
の
〈
内
部〉

の
姿
が
現
れ
て
い
る 。

こ
れ
は 、

彼
の

「
本
当
の
フ
ィ
リ
ス
テ
ル
に
な
り
済
ま
し
て
い
る 。

き
ょ
う

の
晩
飯
丈
が
破
格
な
の
だ
」

と
い
う
言
葉
通
り
で
あ
ろ
う 。

し
か
し
、

彼
は
女
の
「
キ
ス
し
て
上
げ
て
も
好
く
っ
て
」

と
い
う
提
案
を 、
「
こ
こ
は
日
本
だ
」

と
拒
ん
で
い
る 。

小
平

は
「
場
を
わ
き
ま
え
て
の
抑
制
な
の
だ
か
ら 、

彼
は
日
本
で

な
け
れ
ば
キ
ス
に
応
じ
た
は
ず
だ
」
と
述
べ
て
い
る
が
(
37) 、

こ
の
指
摘
は
彼
が
「
冷
淡
な
心
持」

で
あ
る
こ
と
と
一

致
し

な
い

。

彼
は
誰
が
現
れ
よ
う
と
も
構
わ
な
い
程
の
「
心
持」

で
あ
り 、

か
つ
て
の
恋
人
で
あ
る
女
と 、

今
一

度
特
別
な
関

係
に
な
る
つ
も
り
は
な
い
の
だ

。

「
こ
こ
は
日
本
だ
」

と
い
う
言
葉
は 、

改
め
て
精
養
軒
が

彼
に
と
っ
て
西
洋
的
な
場
所
で
は
な
い
こ
と
を
確
定
さ
せ
る 。

こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
彼
は 、

そ
れ
ま
で
本
来
の
自
己
を
見
せ

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
だ
っ
た
精
養
軒
の
中
を 、
「
フ
ィ
リ
ス

渡
邊
に
と
っ
て
日
本
の
感
覚
を
持
つ
自
己
で
あ
る
〈
外
部〉

は 、

国
家
公
務
員
と
し
て
の
自
身
の
生
活
の
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
感
覚
で
あ
っ
た
し 、

西
洋
の
感
覚
を
持
つ
自
己
で
あ

る
〈
内
部〉

も
ま
た

、

本
来
の
自
己
を
見
失
わ
な
い
た
め
の

重
要
な
感
覚
で
あ
っ
た

。

そ
の
彼
が

、

女
と
の
や
り
取
り
の

中
で
〈
内
部〉

と
〈
外
部〉

を
意
識
的
に
切
り
替
え 、

女
の
期

待
を
拒
絶
す
る
に
至
る

。

つ
ま
り 、

彼
は
〈
内
部〉

と
〈
外

部〉

を
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
な
の
で
あ

る 。
「
普
請
中」

は 、
〈
普
請
中〉

の
日
本
と
い
う 、

日
本
的
な

感
覚
と
西
洋
的
な
感
覚
の
両
方
が
必
要
と
さ
れ
る
国
で
生
き

る
渡
邊
の

、

心
象
空
間
の
移
行
の
物
語
な
の
で
あ
る 。

注(
1)
阿
部
次
郎
「
六
月
の
小
説」 、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
十
三
ノ
十
二 、

一
九
一
0
年
七
月
（
稲
垣
達
郎
編
『
森
鵡
外
必
携
』 、
一
九
六

八
年――
月 、

学
燈
社）

所
収 。

(
2)
三
島
由
紀
夫
「
鵡
外
の
短
編
小
説」
（「
文
芸」 、
一
九
五
六
年

―
一
月）

(
3)

竹
盛
天
雄
「『
普
請
中
』
の
問
題」
（「
国
文
学

解
釈
と
教
材

の
研
究」

第
二
四
巻
六
号 、
一
九
七
九
年
五
月）

(
4)
西
村
好
子
「『
普
請
中
』
論
ー

語
り
手
と
い
う
視
点
か
ら
ー」

（「
近
代
文
学
研
究」

第一―
巻 、
―1
0
0
八
年
四
月）
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(
5)

小
平
克
「
森
鵡
外
『
普
請
中
』

と
「
舞
姫
事
件」

ー
『
普
請

中
』
の
本
文
読
解
と
ト
ポ
ス

的
読
解
ー」
（
「
近
代
文
学
資
料
と

試
論」

第
一

0
号、

二
0
0
九
年
六
月
）

(
6)

清
田
文
武
「
『
普
請
中
』

の
世
界
」
（
『
鵡
外
文
芸
の
研
究

中

年
期
編
』

所
収、

一

九
九
一

年
一

月
、

有
精
堂
）

(
7)

竹
田
日
出
夫
「
北
村
透
谷
『
漫
罵
』」
（
「
武
蔵
野
女
子
大
学
紀

要
」

第
三
四
巻
一

号、

一

九
九
九
年
三
月
）

(
8)

磯
貝
英
夫、

鑑
賞
日
本
現
代
文
学
1

『
森
鵡
外
』
(
-

九
八
一

年
八
月
、

角
川
書
店）

(
9)

森
林
太
郎
「
衛
生
都
城
の
記
」
（
「
衛
生
新
誌
」

第
一

三
号、

一

八
九
0
年
一

月
）

(
10)

岩
谷
泰
之
「
森
鵡
外
「
普
請
中」

研
究
ー
明
治
二

十
年
代
の

「
東
京
市
区
改
正
」

を
中
心
に

ー」
（
「
国
文
学
試
論
」

第
二
二

号、

二
0
一

三
年
三
月
）

(
11)

中
村
敏
弘
「
東
京
ホ
テ
ル
建
築
史
1
8
6
8

年
＼
1
9
3
9

年
ー
そ

の
意
味
と
多
様
性
」
（
「
法
政
大
学
大
学
院
紀
要

デ
ザ
イ
ン
エ

学
研
究
科
」

第
二
巻、

二
0
一

三
年
三
月
）

(
12)
「
建
築
雑
誌」

第
二
二
巻
二
六
一

号
(
-

九
0
八
年
九
月
）

(
13)

阪
庭
清
一

郎、

萱
場
柔
寿
郎
『
新
編
植
物
図
説
』
(
-

九
〇
六

年
―

二
月
、

松
栄
堂
）

(
14)

大
塚
美
保
「
〈
外
交
交
渉〉

物
語
と
し
て
の
『
普
請
中
』

ー
〈
作

者〉

の
新
た
な
樽
築
を
め
ざ
し
て
ー」
（
「
国
語
と
国
文
学」

第

七
七
巻
五
号、

二
0
0
0
年
五
月
）

(
22)

寺
門
静
軒
『
江
戸
繁
昌
記
』

三
編
(
-

八
三
四
年、

克
己
塾
）

な
お
、

引
用
は
日
野
龍
夫
校
注、

新
日
本
古
典
文
学
大
系
1
0
0

『
江
戸
繁
昌
記

柳
橋
新
誌
』
(
-

九
八
九
年
＋
月
、

岩
波
書

店）

に
拠
る
。

(
23)

松
原
岩
五
郎
『
最
暗
黒
之
東
京
』
(
-

八
九
三
年、

民
友
社）

な
お
、

引
用
は
岩
波
文
庫
版
『
最
暗
黒
の
東
京
』
(
-

九
八
八

年
五
月
）

に
拠
る
。

(
24)
「
普
請
中」
『
鵡
外
全
集
』

第
二
巻
(
-

九
九
五
年
七
月
、

筑

摩
書
房）
、

八
二
頁
。

な
お
、

以
下
本
文
の
引
用
は
同
全
集
に

拠
る
も
の
と
し
、

適
宜
現
代
語
表
記
に
改
め
、

ル
ビ
を
省
略
し

た
。

(
25)

斎
藤
兼
次
郎
「
下
谷
万
年
町
貧
民
窟
の

状
態
」
（
「
直
言
」
、
一

九
0
五
年
七
月
）

な
お
、

引
用
は
中
川
清
編
『
明
治
東
京
下
層

生
活
誌
』
（
一

九
九
四
年
九
月
、

岩
波
書
店
）

所
収
に
拠
る
。

(
26)

23
に
同
じ
。

(
27)

11
に
同
じ
。

(
28)

勅
令
第
五
十
号
(
-

八
九
0
年
＝一
月
二
七
日
）
（
「
法
規
便

覧」
(
-

八
九
0
年
）

に
拠
り、
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
て
閲
覧
し
た
。

htt
p://
 
d
l.
 n
d
l.
 g
o
 
.
j
p/i
n
fo.
 ndlj
p/
p1
d/
 
9
9
 
3
 50
2/
9
 
7
●
 vi
e
w
M
 

o
d
e
 11

最
終
閲
覧
二
0
一

六
年
―

二
月
一

三
日
）

(
29)

勅
令
第
九
六
号
(
-

八
九
二
年
―
一

月
―

四
日
）
（
「
法
令

全
書」
(
-

八
九
二
年
）

に
拠
り、
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

七
七
頁
。

八
0
頁
。

注
釈
「
フ
ィ
リ
ス
テ
ル
」

htt
p://
dl.
n
d
l.
 go.
J
p/i
n
fo-
n
dli
p/
pi
d/
7
 87
9
8
7
 
/
l
 37
 

最
終
閲
覧
二
0
一

六
年
―

二
月
一

三
日
）

(
30)

横
山
源
之
助
『
日
本
之
下
層
社
会
』
(
-

八
九
九
年
一

教
文
館）

(
31)

24
に
同
じ
、

(
32)

24
に
同
じ
、

(
33)

24
に
同
じ
、

(
34)

5
に
同
じ
。

(
35)

6
に
同
じ
。

(
36)

9
に
同
じ
。

(
37)

5
に
同
じ
。

付

記
参
考
資
料
の
調
査
等
に
関
し
て
、

今
野
優
香
氏
、

森
山
陽
氏
に

御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す。

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
て
閲
覧
し
た
。

の
項
に
拠
る
。 一

月

(
15)

11
に
同
じ
。

(
16)

藤
森
照
信
『
銀
座
建
築
探
訪
』
（
二
0
―

二

年
五
月
、

白
揚
社）

(
17)
『
東
京
風
景
』
(
-

九
―
一

年
四
月
、

小
川
一

真
出
版
部）

な
お
、

引
用
は
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」

に
拠
る
。

htt
p-//
d
l.
n
d
l.
 go.
J
p/
m
fo:
n
dlJ
p/
pi
d/
7
6
4
1
6
7
 
/
2
3
 

最
終
閲
覧
二
0
一

六
年
―

二
月
一

三
日

(
18)

16
に
同
じ
。

(
19)

桐
敷
真
次
郎
『
明
治
の
建
築
』
（
二
0
0
一

年
四
月
、

本
の

本

社）

(
20)

佐
藤
紘
司
「
芝
愛
宕
山
の
移
り
か
わ
り
ー
J
O
A
K
•

東
京
放
送

局
の
設
立

ー」
（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
都
市
歴
史
研
究
室

編、

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

調
査
報
告
書

第
27
集
「
芝
地

域
を
考
え
る
ー
愛
宕
山
・

増
上
寺
・

芝
神
明
」
（
二
0
-
―
一
年

―
一

月
）
）

(
21)

運
輸
省
鐵
道
徳
局
業
務
局
観
光
課
「
日
本
ホ
テ
ル
略
史
」

（
一

九
四
七
年
）

ま
た
昭
和
八
年
に
は
、

永
井
荷
風
が
晩
餐
の
た
め
に
当
地
を

訪
れ
た
際、

フ
ラ
ン
ス

航
空
団
が

貸
し
切
っ

て
い
た
た
め
に

晩
餐
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
を
記
し
て
い
る

（
「
断
腸
亭
日
乗」
『
荷
風
全
集
』

第
一

九
巻、

一

九
五
一

年、

中
央
公
論
社）
。

当
地
が
長
く
外
国
人
に
利
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
資
料
で
あ
る
。
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